基礎経済原論I　(松尾)　穴埋めノート

第5回　需要・供給曲線の正体と余剰分析

需要・供給曲線の正体

　その商品をいくらで買うつもりがあるかという評価を棒グラフにして、高い金額をつけたものから順に、左から並べたものが、　　　　曲線。

　その商品一単位の生産にかかる、各生産単位での費用を棒グラフにして、低い費用のものから順に、左から並べたものが、　　　　曲線。

余剰分析

　　　　消費者余剰は、　　　　　　　　　　　　　　生産者余剰は、



　市場均衡のときの余剰　　　　　　　　　政府が価格と数量を指令したとき





今日の授業理解度テスト

以下の需要曲線、供給曲線を見て、問に答えて下さい。

ただし、縦軸の価格は、1tあたりの価格です。(不自然に安い!)

問１：市場均衡のとき、

　消費者余剰は　　　万円。生産者余剰は　　　万円。

　社会的余剰は　　　万円。死荷重は　　　万円。

問２：政府が、価格を300円、生産量を1万tに規制したとき、

　消費者余剰は　　　万円。生産者余剰は　　　万円。

　社会的余剰は　　　万円。死荷重は　　　万円。
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